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【はじめに】

　今回、SAP療法を導入し、患者の生活や疾患

治療への思いを傾聴しながら、生活を振り返り

患者と看護計画協働立案を実施した。その結

果、セルフケアが獲得され、制約感から解放さ

れた患者を通して得られた看護支援について報

告する。

【事例紹介】

　A氏、60歳代男性、会社役員。運動を趣味と

し海外でゴルフを行う。2型糖尿病で罹病期間

20年、インスリン分泌枯渇で強化インスリン療

法を行っていたが、暁現象著明で、低血糖も頻

回に認めSAP導入目的にて入院となった。

【倫理的配慮】

　倫理委員会で承認を得た同意説明文書を用

い、研究の主旨を書面と口頭で説明し本人の承

諾を得た。

【看護の実際】

　A氏は、仕事や趣味など多彩な生活を送って

いた。また、低血糖による死の恐怖心がありイ

ンスリン治療に合わせた生活を送ることに制約

感を抱いていた。

　看護師はA氏と看護計画協働立案し目標を考

えていった。A氏は好奇心があり、積極的に実

施するという強みがあった。強みを生かしつ

つ、スモールステップで実施し、「できる」い

う成功体験を積み重ねていく支援を行った。A

氏と共に生活習慣を振り返り、血糖パターンマ

ネジメントを実施していった。海外旅行時の時

差に合わせた基礎レートの変更、運動時の一時

基礎レートの使用、カーボカウントの実施と

いった手技が獲得された。また、A氏は治療を

十分に理解し、実践方法を生活に沿って具体化

することで生活に潤いやゆとりができる幸福感

を示した。

【考察】

　内海は「患者がもつ制約感と制約感を起こし

ている原因に着目し、思いを傾聴することで、

制約感を軽減する糸口や改善策が見えてく

る。」と述べている。看護師はA氏の疾患治療

への思いを聞き、生活を細かく振り返ること

で、制約感を起こしている問題に着目できたと

考える。Ａ氏と共に看護計画協働立案し、ス

モールステップで目標を設定し、「できる」と

いう自信となり、血糖パターマネジメント実施

へ繋がったと考える。
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